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1。は じめ に

　Ni基 合金 は耐 食性 、 耐熱性 な どに優 れ多 くの 機械装 置に 用 い られて い る。 しか しNi基合

金の材料 コ ス トは高 く、低 コ ス トの 母材に Ni基合金を溶射する こ とが考え られ る 。 溶射プ

ロ セ ス と して は溶射 中の化学成分変化が 少な く、母材 との 密着 強度が 高 く、溶射皮膜 内の

気孔 の 少ない 高速ガ ス 炎溶射法 （HVOF 法） の 利用 が有効 と思 われ る 。 今回 は HVOF

法 に よ る Ni基合金溶射皮膜 の 耐硫酸性 を中心 に そ の 特 性を調査 した 。

2 ．試 験方法

　試験片は 母材を SUS304 　　　　　
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と し 礪 類 の Ni基合金 の ア トマ

イズ 粉 （平 均粒径 30μ m ）を H

VOF 法 （メ テ コ DJ プ ロ セ ス ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
によ り皮膜を厚さ 250μ m に な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

るよ うに 溶射 した 。 溶射皮膜の 　

耐酸性試 験法 として は 5Vol ％硫 酸水溶液 の 沸騰液 中に 試験片を 24時間浸 漬する方法を用

い た 。 試験后の 溶射皮膜部の 外観状況 か らNi基の A 合金お よび B 合 金が 外観上の 損 傷が殆

ど認 め られ なか っ たの で 、本試験 はA 合金お よび B 合金 に っ い て の み行な っ た 。 A 合金 と

B 合金 の HVOF 溶射プ ロ セ ス に よ る溶射条件を表 1に 示す 。

3．試 験結果

3．1　 溶 射皮膜の 化学成 分

　 A 合金 お よ び B 合金の 溶射皮膜の 蛍 光 X 線分析法 によ る化学成 分を表 2 に 示す。 A 合金

皮膜 は Ni基の Ni− Cr− W − Mo− Cu系合金で あ り、
　 B 合金皮膜は Ni基の Ni− Cr− Fe− Nb− Mo

系合金で あ る。
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法に よ る 分析結果を図 1 に示す 。 X 線回折
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の 含 有量 は A 合金皮膜 の 方 が B 合金皮膜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

よ り高 い 。こ れ は A 合金皮膜 が 若干の ア 　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

モ ル フ ァ ス 相 を含 む か 結晶が微細化 して 9
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
い る t： とを 示 す可 能性 も あ り・超 示差 1
熱分析法お よび透 過電 子微 微鏡 に よ る 結 韮
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 A

晶構 造解 析 を行 な う予
．
定 で ある 。

3．2　 溶射皮膜 の 腐食
「
試験 お よび SEM

　　　観察 と EPMA 分析 　　　　　　　　　　　　　　・ wn ・cn 。NAN 。 ta、。．、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fig・1X −ray 　ditf … ti・ n　P ・ tt ・ r ・s ・f ・・v 。 ra11 。y ，。 。

　溶 射膜の 耐 食性 を 評価 す る た め に 、溶 射皮膜

の 予備選定に お い て 実施 した方法 と同一
の 5Vol

％ 沸騰硫酸水溶液 中で A 合金皮膜お よび B 合金

皮膜の 24時間 連続浸酒腐 食試験 を行 な っ た。腐

食試 験前後の 皮膜 断面の SEM に よる観察精果

を図 ：2 に示す。腐食試験 前の as 　 sprayed 状態で

は A 合金皮膜 と B 合金皮膜 に は差 は認 め られ な

い 。しか し、腐 食試験後の SEM 像 に は合金皮

膜間 の 差が顕 著で あ る 。即 ち A 合金皮膜 に は腐

食の 兆候 は全 くな い 。しか し、 A 合金皮膜の 母

材 は わ ずか に 腐食 して お り A 合金皮膜 の 微細気

孔 を 通 じ て 高温低 粘性の 腐 食液が母 材 ま で 浸透

した こ と を示 して い る 。 B 合金皮膜は皮 膜 自体

が 著 しく腐食 し て お り、母 材の 腐食 も か な り激

し い
。 図 3 に 示 す EPMA に よ る線分析結果 に

よれ ば A 合金皮膜 中は S の 存在は認め られ ない
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が B 合金皮膜に は S が 多量 に 存在 し、腐 食生成
Fig・2Cross　sections 　of 　sprayed 　layers

物 と して 硫酸 ニ ッ ケ ル の 存 在が推定され る

4， 考　察

　Ni基の A 合 金溶射皮膜の 耐硫酸性 が優
F

れ て い る こ とが確 認 され た。本皮膜 の気

孔 は 微細 で あ り高粘度の 腐 食物質 に対 し

て は 十分 な耐 食性 で 母材腐 食も 防 止する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

が 、高温低粘度 の 腐食物質 に 対 して は皮

膜の 耐食性は 良い が 母材 が腐食する可 能

性が あ る 。 よ っ て 微細気孔 を よ り減少 さ

せ る溶射条件の 詳細 検討 を行 な う と とも

に 、他 の コ ーテ ィ ン グ法 と の 複合化 、微

細 気孔封 孔剤の 開発 か
．
必要で あ る 。
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